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３
特
集
国
際
人
権
規
約
第
４
回
政
府
報
告
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト

一
一
在
日
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
を
少
数
者
の
権

利
（
規
約
第
一
一
七
条
）
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

一
九
九
三
年
二
月
四
日
の
第
一
一
一
九
○
回
規
約
人
権
委
員
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
第
三
回
曰
本
政
府
報
告
書
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
主
要
な
懸
念
事
項
一
五
で
は
、
「
在
曰
韓
国
・
朝
鮮
人

が
少
数
者
に
関
す
る
日
本
政
府
の
概
念
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
留
意
し
、
こ
れ
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
数
者
の
概
念

を
、
締
約
国
の
国
籍
を
も
つ
者
に
限
定
し
な
い
規
約
か
ら
み
て
、

こ
の
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
第
四
回
政
府
報
告
書
は
、
第
二
七
条
（
少
数
者
の
権
利
）

に
関
し
て
、
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
施
策
」
を
提
示
す
る
の
み

て
在
曰
韓
国
・
朝
鮮
人
を
始
め
と
し
て
、
曰
本
に
在
留
し
少
数

民
族
を
構
成
す
る
移
住
労
働
者
や
非
永
住
外
国
人
に
つ
い
て
の
報

告
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
日
本
政
府
が
、
未
だ
に

在
曰
韓
国
・
朝
鮮
人
を
含
む
在
日
外
国
人
に
つ
い
て
、
規
約
二
七

条
の
「
少
数
者
」
の
概
念
に
含
め
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ろ
在
曰
外
国
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
の
人
権
状
況
か
ら
み
れ
ば
、

い
ま
だ
解
決
さ
れ
る
べ
き
人
権
課
題
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。

以
下
、
第
四
回
政
府
報
告
書
の
問
題
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
指

摘
す
る
。

自
由
権
規
約
に
関
す
る
第
四
回
政
府
報
告
書
に
お
い
て
、
在
曰

外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
に
関
連
す
る
中
心
的
な
報
告
は
、
規

約
第
二
条
（
国
家
の
一
般
的
義
務
）
に
、
㈹
外
国
人
労
働
者
の
受

入
れ
⑪
職
業
紹
介
体
制
等
⑪
警
察
に
よ
る
取
締
り
⑪
我
が

国
で
単
純
労
働
に
従
事
す
る
意
図
を
有
す
る
外
国
人
Ⅲ
法
務
省

の
人
権
擁
護
機
関
が
外
国
人
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
講
じ
て
い
る

措
置
価
在
留
資
格
、
外
国
人
登
録
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
の
手
続

き
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
関
の
概
要
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
条
項
に
、
外
国
人
問
題
全
般
と
し
て
、
「
ｐ
社
会
保

障
」
Ⅲ
公
的
医
療
保
険
、
年
金
㈹
生
活
保
護
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。規
約
第
一
○
条
（
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
待
遇
）
で
は
、
外
国

在
日
外
国
人
（
一
三
－
カ
マ
ー
）
に
つ
い
て

は
じ
め
に

； 

第
四
回
政
府
報
告
書
は
、
「
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
性
化
や
、

国
際
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
専
門
的
、
技
術
的
分
野
の
労
働
者
に

つ
い
て
は
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
」
「
い
わ
ゆ
る
単

純
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
…
…
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
踏
ま
え
つ
つ
、
十
分
慎
重
に
対
応
す
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
実
態
は
、
就
労
が

認
め
ら
れ
て
い
る
在
留
資
格
別
外
国
人
登
録
者
総
数
は
、
一
九
九

五
年
度
で
八
万
七
九
九
六
人
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
内
、
貿
易
関
係

や
語
学
関
連
業
務
の
「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
在
留
資
格
者

が
、
一
一
万
五
○
七
○
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
で
あ
る
「
興
業
」
が
、
’
万
五
九
六
七
人
で
あ
り
、
右

こ
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
、
「
少
数
者
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
曰

本
国
籍
を
有
す
る
者
に
限
定
し
て
諸
施
策
を
行
っ
て
お
り
、
明
ら

か
に
自
由
権
規
約
に
違
反
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
や
在
曰
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
の
、
「
自
己
の

文
化
を
享
有
し
、
自
己
の
宗
教
を
実
践
し
、
自
己
の
言
語
を
話
す

権
利
」
保
障
に
つ
い
て
、
消
極
的
対
応
に
終
始
し
、
民
族
教
育
の

制
度
的
保
障
や
国
際
理
解
教
育
を
始
め
と
す
る
異
文
化
理
解
に
向

け
た
積
極
的
措
置
を
怠
慢
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

人
被
留
置
者
の
処
遇
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
同
第
一
二
条
（
居

住
、
移
動
及
び
出
国
の
自
由
）
で
は
、
「
我
が
国
の
難
民
政
策
」
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
第
一
三
条
（
外
国
人
の
追

放
）
で
は
、
退
去
強
制
に
つ
い
て
、
⑥
退
去
強
制
の
決
定
手
続
き

⑥
退
去
強
制
に
お
い
て
例
外
的
に
自
ら
が
迫
害
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
る
国
に
送
還
さ
れ
る
場
合
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
第
二
四

条
（
児
童
の
権
利
）
で
は
、
⑥
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
⑪
父
母

の
一
方
又
は
双
方
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
児
童
の
父
母
と
の
人
的

な
関
係
等
の
維
持
の
権
利
が
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
一

回
政
府
報
告
第
七
条
、
第
九
条
部
分
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
第
四
回
政
府
報
告
書
の
在
曰
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）

に
関
連
す
る
報
告
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
第
三
回
政
府
報
告
書
の

内
容
を
踏
襲
し
て
お
り
、
新
た
な
報
告
は
、
第
二
四
条
関
係
に
止

ま
る
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
政
府
報
告
書
の
内
容
は
、
曰
本
に
お
け

三
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
関
す
る
問
題
点

丹
羽
雅
雄
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許
容
さ
れ
て
い
な
い
脱
法
的
労
働
者
派
遣
業
者
に
よ
っ
て
、
町
工

場
な
ど
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
低
賃
金
労
働
、
労
災
事
故
の
隠
ぺ

イ
、
正
当
な
理
由
の
な
い
解
雇
な
ど
に
遇
っ
て
い
る
。

不
正
規
の
外
国
人
労
働
者
の
場
合
は
、
在
留
資
格
が
な
い
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
低
賃
金
、
中
間
搾
取
、
賃
金
不
払
、
労
災
事
故
の

隠
ぺ
イ
、
逃
走
防
止
の
た
め
の
旅
券
管
理
な
ど
、
不
安
定
雇
用
の

単
純
労
働
者
と
し
て
著
し
い
労
働
権
の
侵
害
を
受
け
て
い
る
。
政

府
報
告
で
は
、
悪
質
な
事
業
主
を
積
極
的
に
取
り
締
ま
っ
て
い
る

と
し
て
い
る
が
、
時
々
の
集
中
摘
発
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
外

国
人
労
働
者
は
不
法
残
留
者
と
し
て
、
刑
事
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
入
管
局
に
収
容
さ
れ
た
上
で
強
制
退
去
に
遇
っ
て
い
る
。

彼
（
女
）
ら
外
国
人
労
働
者
は
、
労
働
災
害
な
ど
労
働
基
本
権
の

侵
害
に
遇
っ
て
も
、
入
管
局
な
ど
の
摘
発
を
お
そ
れ
て
、
労
働
基

準
監
督
署
な
ど
公
的
機
関
に
権
利
救
済
を
申
告
で
き
な
い
で
い

る
。
ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
、
労
災
保
障
を
求
め
て
民
事
裁
判

を
提
起
し
た
と
し
て
も
、
「
裁
判
中
」
と
い
う
在
留
資
格
が
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
、
裁
判
中
に
強
制
退
去
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
の
遂

行
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
語
学
教
師
や
外
国
語
学
校
の
合
法
外
国
人
労
働
者
の
場

合
、
二
年
か
ら
五
年
の
任
用
期
限
が
労
働
契
約
の
際
、
条
件
付
け

さ
れ
て
お
り
、
右
期
限
に
よ
っ
て
、
雇
止
め
と
称
す
る
「
合
法
的
」

な
解
雇
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
在
留
資
格
者
」
が
受
入
順
位
の
一
～
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
曰
本
政
府
は
、
’
九
九
一
年
六
月
の
出
入
国
管
理
法
の

改
定
施
行
後
、
親
族
訪
問
の
建
前
で
、
中
南
米
（
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ

ル
ー
な
ど
）
に
居
住
す
る
曰
系
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
特
別
枠

で
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
単

純
」
労
働
力
の
移
入
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
受
け
入
れ
施
策
も
、

「
同
じ
血
の
つ
な
が
っ
た
民
族
だ
か
ら
安
心
感
が
あ
る
」
と
い
っ

た
血
統
主
義
の
受
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
外
国
人
労

働
者
の
受
入
れ
施
策
は
、
自
国
へ
の
入
国
を
認
め
る
か
否
か
に
つ

い
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
国
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
受
入
れ

に
関
す
る
「
無
差
別
」
の
原
則
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
政
府
は
、
人
材
育
成
と
い
う
建
前
で
、
外
国
人
研
修
生
の
受

入
れ
拡
大
を
行
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
「
民
間
」
ペ
ー
ス
の
研

修
生
の
受
入
れ
で
は
、
労
働
力
不
足
を
補
充
す
る
実
態
と
な
っ
て

お
り
、
彼
（
女
）
ら
外
国
人
研
修
生
に
は
、
労
働
諸
法
令
が
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
労
災
事
故
や
低
賃
金
労
働
を
強
い
ら
れ
る

な
ど
、
彼
（
女
）
ら
の
労
働
基
本
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
実
態
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
一
月
一
曰
現
在
で
、
在
留

期
間
を
超
過
し
た
オ
ー
パ
ー
ス
テ
イ
外
国
人
労
働
者
が
、
二
八
万

二
九
八
六
人
存
在
し
て
お
り
、
彼
（
女
）
ら
は
、
在
留
資
格
が
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
基
本
権
を
始
め
と
す
る
基
本
的
人
権

が
著
し
く
侵
害
さ
れ
て
い
る
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

！ 

Ｉ
 

・
Ｉ
…
肝

曰
本
国
憲
法
の
通
説
判
例
の
解
釈
で
は
、
社
会
権
的
基
本
権
に

関
し
て
は
外
国
人
に
そ
の
権
利
享
有
主
体
性
を
認
め
て
い
な
い
。

第
四
回
政
府
報
告
書
で
は
、
「
基
本
的
に
は
内
外
人
平
等
の
原
則
に

立
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
し
て
、
（
ｉ
）
公
的
医

療
保
険
・
公
的
年
金
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
事
業
所
で
常
用
的
雇

３
女
性
労
働
者
の
場
合
は
、
以
上
の
労
働
基
本
権
の
侵
害
ば
か

り
で
な
く
、
売
春
の
強
要
な
ど
性
の
搾
取
な
ど
の
著
し
い
人
権
侵

害
を
受
け
て
い
る
。
特
に
不
正
規
の
ア
ジ
ア
女
性
の
場
合
に
は
、

悪
質
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
身
売
買
も
行
わ
れ
て
お

り
、
明
ら
か
に
規
約
七
条
の
非
人
道
的
な
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱

い
に
遇
っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。
曰
本
政
府
は
、
「
人
権
に
配
慮
し

つ
つ
、
原
則
と
し
て
国
外
に
強
制
退
去
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
警
察
や
入
管
局
の
取
り
締
ま
り
は
、
悪
質
な

事
業
主
を
対
象
と
す
る
よ
り
も
、
不
正
規
外
国
人
労
働
者
を
主
に

対
象
と
し
て
お
り
、
労
働
基
本
権
を
始
め
と
す
る
人
権
が
保
障
さ

れ
な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
実
態
は
、
「
ひ
と
た
び
締
約

国
の
領
域
に
入
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
条
約
で
定
め
ら
れ
た

権
利
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
一
般
的
意
見
一
五
の

見
解
に
違
反
し
て
い
る
。

１
第
四
回
政
府
報
告
は
、
職
業
安
定
法
に
お
い
て
、
職
業
紹
介
、

職
業
指
導
等
に
つ
い
て
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
を
受

け
な
い
と
し
つ
つ
、
入
管
法
上
不
法
就
労
に
当
た
る
よ
う
な
職
業

紹
介
は
行
っ
て
い
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
悪
質
な
事
業
主

等
は
、
積
極
的
に
取
り
締
ま
っ
て
お
り
、
出
入
国
管
理
法
に
不
法

就
労
助
長
罪
（
同
七
三
条
の
二
①
項
一
号
）
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
単
純
外
国
人
労
働
者
」
に
対
し

て
は
、
「
人
権
に
配
慮
し
つ
つ
、
原
則
と
し
て
国
外
に
強
制
退
去
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
し
、
「
近
年
で
は
一
年
を
超
え
る
も
の
が

全
体
の
七
○
％
を
超
え
、
不
法
就
労
の
拡
散
化
及
び
長
期
化
と
い

う
新
た
な
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
基
準
法
、
職
業
安
定
法
等
の
労
働
諸
法

令
は
、
曰
本
人
で
あ
る
と
外
国
人
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
外
国
人

労
働
者
に
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
適
用
さ
れ
る
（
労
働
省
通
達
基

発
五
○
号
、
職
発
三
一
号
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
就
労
実

態
は
、
本
来
適
用
さ
れ
る
べ
き
労
働
諸
法
令
が
適
正
に
適
用
さ
れ

て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
劣
悪
な
労
働
条
件
下
で
働
か
ざ
る
を
え

な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

２
合
法
在
留
資
格
を
有
す
る
曰
系
人
労
働
者
の
多
く
は
、
本
来

五
社
会
保
障
の
問
題
点

四
在
日
外
国
人
（
一
三
Ｉ
カ
マ
ー
）
の
労
働
の
実
態ｉ 
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こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
出
生
後
に
日
本
人

男
性
の
父
か
ら
認
知
を
受
け
た
場
合
は
、
父
と
母
が
法
律
上
の
結

婚
を
し
な
い
限
り
、
そ
の
子
ど
も
は
曰
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

オ
ー
パ
ー
ス
テ
イ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
を
実
母
と
し
、
日
本
人

男
性
の
実
父
か
ら
出
生
後
に
認
知
を
受
け
た
子
の
事
例
で
母
と

と
も
に
退
去
強
制
処
分
を
受
け
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

同
じ
く
日
本
人
男
性
の
実
父
か
ら
認
知
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
全
く
の
偶
然
の
出
来
事
で
あ
る
、
胎
児
認
知
と
生

後
認
知
と
で
国
籍
の
取
得
に
関
し
著
し
い
差
異
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
は
差
別
で
あ
り
、
自
由
権
規
約
一
七
条
、
一
一
四
条
、
一
一
六
条

に
各
違
反
す
る
。
ま
た
、
現
行
国
籍
法
の
下
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
の
出
生
後
に
実
父
母
が
婚
姻
を
し
、
曰
本
人
男
性
で
あ
る
実
父

か
ら
認
知
を
受
け
れ
ば
、
嫡
出
子
た
る
身
分
を
得
る
こ
と
が
で
き

（
準
正
）
、
届
出
と
い
う
方
法
で
曰
本
国
籍
を
取
得
で
き
る
（
同
法

一
一
一
条
）
。
と
こ
ろ
が
、
出
生
後
、
実
父
母
が
婚
姻
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
た
と
え
日
本
人
男
性
た
る
実
父
か
ら
認
知
を
受
け
て
も
、

非
嫡
出
子
と
し
て
曰
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
場
合
、
曰
本
に
住
所
を
有
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、
帰
化
の

許
可
申
請
を
行
う
方
法
し
か
な
い
。
外
国
人
の
実
母
が
オ
ー
パ
ー

ス
テ
ィ
の
場
合
に
は
、
子
ど
も
は
、
帰
化
申
請
の
前
に
母
と
と
も

に
退
去
強
制
さ
れ
て
し
ま
う
。

用
関
係
に
あ
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
国
民
同
様
、
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
、
そ
れ
以
外
の
者
で
住
所
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
適
用
対
象
と

な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
永
住
者
等

に
つ
い
て
は
予
算
措
置
と
し
て
法
を
準
用
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
は
同
時
加
入
を
前
提

と
す
る
こ
と
か
ら
、
加
入
率
は
か
な
り
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
常
用
的
雇
用
関
係
に
あ
る
労
働
者
を
前
提
と
す
る
こ
と
か

ら
、
短
期
滞
在
者
や
留
学
生
な
ど
の
在
留
資
格
者
は
適
用
を
受
け

ら
れ
な
い
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
入
要
件
と
し
て
、
国
籍

条
項
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
原
則
と
し
て
外
国
人
登
録
が

あ
り
、
か
つ
入
国
当
初
の
在
留
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
結
果
的
に
一
年
以
上
曰
本
に
滞
在
し
て

い
る
」
外
国
人
に
は
加
入
が
認
め
ら
れ
な
い
。
不
正
規
外
国
人
労

働
者
（
約
二
八
万
三
○
○
○
人
）
は
、
右
加
入
要
件
に
該
当
せ
ず

国
民
健
康
保
険
に
は
加
入
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
’
九
九
○
年
一
○
月
、
厚
生
省
は
口

頭
指
導
に
よ
っ
て
、
身
分
又
は
地
位
に
基
づ
く
在
留
資
格
で
あ
る

入
管
法
別
表
二
記
載
の
者
な
ど
以
外
に
は
生
活
保
護
の
対
象
と
し

な
い
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
不
正
規
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
短
期
滞
在
者
、
留
学
生
や
就
労
在
留
資
格
者
も
生
活
保
護

iｌ 

こ
の
よ
う
に
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
と
の
間
で
、
親
が
婚
姻
を

し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、
国
籍
の
取
得
の
有
無

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
出
生
に
よ
る
非
嫡
出
子
差
別
（
婚
外
子

差
別
）
で
あ
る
。

２
曰
本
の
国
籍
法
は
、
曰
本
で
出
生
し
「
父
母
が
と
も
に
知
れ

な
い
と
き
」
に
は
曰
本
国
籍
を
取
得
す
る
と
規
定
す
る
が
（
同
法

一
一
条
三
号
『
外
国
人
で
あ
る
実
母
が
出
産
直
後
に
行
方
不
明
と
な

っ
た
場
合
で
、
同
名
の
入
国
記
録
が
あ
る
が
、
な
お
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
法
務
省
は
曰
本
国
籍
を
認
め

な
い
取
扱
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
最
高
裁
判
所
ま

で
、
国
籍
の
確
認
が
争
わ
れ
、
最
高
裁
は
、
「
父
母
が
と
も
に
知
れ

な
い
と
き
」
と
は
、
父
及
び
母
の
い
ず
れ
も
が
特
定
さ
れ
な
い
と

き
を
い
い
、
あ
る
者
が
父
又
は
母
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
て
も
、

こ
れ
を
特
定
す
る
に
至
ら
な
い
と
き
も
、
右
の
要
件
に
当
た
る
も

の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
（
最
判
一
九
九
五
・

一
・
一
一
七
民
集
四
九
巻
一
号
五
六
頁
）
。
国
籍
を
取
得
す
る
の
は
子

ど
も
の
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
籍
法
二
条
三
号
は
、
よ

り
広
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
も
そ
も
、
「
父
母
が
と

も
に
知
れ
な
い
と
き
」
と
い
う
要
件
で
は
、
無
国
籍
の
子
が
発
生

す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
曰
本
政
府
は
、
帰
化
に
よ
る
国
籍

取
得
が
可
能
と
報
告
す
る
が
、
帰
化
は
、
あ
く
ま
で
許
可
を
前
提

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
出
生
後
三
年
以
上
の
居
住
要
件
を
必
要
と

六
国
籍
を
取
得
す
る
権
利
と

家
族
の
結
合
に
関
す
る
問
題
点

１
日
本
国
籍
の
取
得
に
つ
い
て
、
国
籍
法
第
二
条
一
号
は
「
出

生
の
時
に
父
又
は
母
が
曰
本
国
民
で
あ
る
と
き
」
と
規
定
し
て
お

り
、
子
ど
も
が
胎
児
の
う
ち
に
曰
本
人
男
性
の
父
か
ら
認
知
を
も

ら
え
ば
、
子
ど
も
は
生
ま
れ
る
と
同
時
に
日
本
国
籍
を
取
得
す
る

の
対
象
外
と
な
り
、
外
国
人
の
医
療
に
つ
き
深
刻
な
事
態
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

特
に
、
緊
急
医
療
を
要
す
る
場
合
、
生
活
保
護
の
適
用
対
象
外

の
外
国
人
の
場
合
は
、
曰
本
政
府
か
ら
緊
急
医
療
扶
助
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
生
命
へ
の
危
険
も
甘
受
せ
ざ
る
を

え
な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
人
権
規
約
は
、
外
国
人
に
対
す
る
社
会
保
障
の
す
べ
て
を

直
接
に
保
障
し
た
り
、
立
法
を
直
ち
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な

い
と
し
て
も
、
す
で
に
自
国
民
に
対
し
適
用
さ
れ
る
立
法
が
あ
る

場
合
に
は
、
居
住
外
国
人
に
対
し
て
も
差
別
な
く
適
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
社
会
保
障
立
法
の
外
国
人
へ
の
適
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

曰
本
政
府
の
緊
急
医
療
扶
助
に
関
す
る
対
応
は
、
在
留
資
格
の

存
否
、
種
別
に
よ
っ
て
そ
の
適
否
を
決
め
て
お
り
、
合
理
性
の
あ

る
対
応
と
は
い
え
な
い
。

！ 
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す
る
も
の
で
あ
る
。
三
年
間
は
無
国
籍
の
子
の
存
在
を
許
容
す
る

も
の
で
あ
り
、
正
当
で
は
な
い
。
曰
本
で
出
生
し
て
他
国
の
国
籍

が
取
得
で
き
な
い
場
合
に
は
、
日
本
国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
国

籍
法
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

３
子
ど
も
の
父
母
か
ら
の
分
離
禁
止
と
家
族
の
再
会
に
つ
い
て

曰
本
政
府
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
批
准
に
際
し
て
、
同
条

九
条
一
項
（
親
か
ら
の
分
離
禁
止
）
及
び
同
条
一
○
条
一
項
（
家

族
の
再
会
）
に
つ
い
て
、
出
入
国
管
理
法
に
基
づ
く
退
去
強
制
の

結
果
と
し
て
子
ど
も
が
父
母
か
ら
分
離
さ
れ
る
場
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
ま
た
、
家
族
の
再
会
に
つ
い
て

も
、
出
入
国
の
申
請
の
結
果
家
族
の
再
会
が
で
き
な
い
こ
と
も
正

当
で
あ
る
旨
の
解
釈
宣
一
一
一
一
百
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
は
、
父
母
の
も
と
で
成
長
発
達
す
る

権
利
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
家
族
が
離
散
し
て
い
る
場
合

に
は
、
出
入
国
管
理
に
お
い
て
も
、
家
族
の
再
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
、
自
由
権
規
約
の
趣
旨
で
あ
る
。
曰
本
に
お
い
て
は
、
オ
ー

パ
ー
ス
テ
イ
な
ど
の
理
由
で
、
外
国
籍
の
母
子
が
退
去
強
制
さ
れ
、

曰
本
人
の
夫
や
実
父
か
ら
分
離
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
存
在

し
て
お
り
、
日
本
人
の
夫
や
実
父
に
再
会
す
る
た
め
の
曰
本
へ
の

入
国
も
出
入
国
管
理
行
政
に
よ
っ
て
著
し
く
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
曰
本
人
配
偶
者
で
曰
本
国
籍
の
子
ど
も
を
有
す
る
ア

ジ
ア
女
性
で
売
春
防
止
法
違
反
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
ほ
と
ん

２
外
国
人
の
退
去
強
制
手
続
に
つ
い
て
は
、
黙
秘
権
の
告
知
、

弁
護
人
依
頼
権
、
通
訳
体
制
、
外
部
交
通
権
い
ず
れ
も
、
制
度
的

に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
通
訳
が
つ
か
ず
曰
本

語
か
英
語
で
取
り
調
べ
を
受
け
て
お
り
、
手
紙
の
発
信
も
言
語
上

の
理
由
か
ら
禁
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
退
去
強
制
手
続

に
つ
い
て
は
、
退
去
強
制
事
由
の
存
否
の
認
定
に
対
す
る
不
服
申

立
制
度
が
あ
る
も
の
の
、
入
管
局
の
職
員
が
い
ず
れ
も
対
応
し
て

お
り
、
公
平
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
退
去
強
制
令
書
の
発
布

や
、
収
容
令
書
の
発
布
に
つ
い
て
は
、
不
服
申
立
制
度
は
な
く
、

い
ず
れ
も
入
管
局
職
員
が
処
分
し
て
い
る
。
曰
本
政
府
は
、
司
法

の
救
済
を
求
め
て
争
う
こ
と
も
で
き
る
と
報
告
す
る
が
、
長
期
身

柄
拘
束
を
伴
う
ば
か
り
で
な
く
、
収
容
事
案
で
は
裁
判
の
途
中
で
、

退
去
強
制
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
。

３
入
管
収
容
施
設
に
お
け
る
処
遇
に
つ
い
て

一
九
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
、
入
管
収
容
施
設
に
お
け

る
職
員
の
被
収
容
者
に
対
す
る
暴
行
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
入

管
収
容
施
設
に
は
、
隔
離
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
高
い
頻
度

で
隔
離
収
容
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
被
収
容
者
に
対
す
る
告

知
・
聴
問
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
戒
具
の
使
用

も
あ
る
が
、
そ
の
際
の
運
用
基
準
や
実
態
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
て

日
本
に
滞
在
す
る
家
族
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

機
会
が
保
障
さ
れ
な
い
実
態
と
な
っ
て
い
る
。

他
者
と
の
面
会
の

お
ら
ず
、
濫
用
の
お
そ
れ
が
常
に
存
在
し
て
い
る
。

１
外
国
人
被
拘
禁
者
の
場
合
、
捜
査
及
び
裁
判
の
過
程
に
お
い

て
も
、
無
料
で
適
正
な
通
訳
を
受
け
る
権
利
が
十
分
に
保
障
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
拘
禁
施
設

側
と
の
意
思
疎
通
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
収
容
開
始
の
際
の
権

利
義
務
の
告
知
や
規
則
の
告
知
、
懲
罰
手
段
な
ど
重
大
な
不
利
益

処
分
に
際
し
て
、
言
語
上
の
通
訳
保
障
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
被
拘
禁
者
が
規
律
違
反
と
さ
れ
た
り
、
職
員
か
ら
暴

行
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
未
決
被
拘
禁

者
が
、
一
般
人
と
面
会
す
る
場
合
に
、
職
員
が
立
ち
会
う
こ
と
か

ら
、
使
用
言
語
が
英
語
、
中
国
語
な
ど
一
部
の
一
一
一
一
口
語
に
限
ら
れ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
被
拘
禁
者
の
場
合
、
｜
般
人
と
の
面

会
も
言
語
上
の
理
由
で
制
限
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
母
国
語
で
の

面
会
と
速
や
か
な
通
信
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

受
刑
者
の
場
合
は
、
家
族
か
民
事
な
ど
で
の
弁
護
士
と
の
面
会

し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
特
に
外
国
人
受
刑
者
の
場
合
に
は
、

ど
の
外
国
籍
女
性
は
、
夫
か
ら
も
実
子
か
ら
も
分
離
さ
れ
て
、
曰

本
か
ら
永
久
追
放
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
父
母
か
ら
の
分
離

禁
止
や
、
家
族
の
再
会
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
て
い
る
実
態
が

あ
る
。日
本
政
府
が
、
難
民
条
約
上
の
難
民
と
し
て
認
定
し
た
人
数
は
、

難
民
認
定
申
請
の
受
理
件
数
一
一
一
五
九
人
の
う
ち
二
○
八
人
で
あ

る
二
九
九
六
年
九
月
末
現
在
）
。

こ
の
認
定
数
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
著
し
く
少
数
で
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
出
入
国
管
理
法
に
基
づ
い
て
外
国
人
管
理
を
主
業

務
と
す
る
入
管
局
職
員
が
難
民
認
定
も
行
っ
て
い
る
こ
と
、
入
管

法
六
一
条
の
こ
の
一
一
項
が
、
申
請
期
間
を
「
上
陸
し
た
曰
（
本
邦

に
あ
る
問
に
難
民
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
者
は
、
そ
の
事
実
を
知

っ
た
曰
）
か
ら
六
○
曰
以
内
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
六
○
日
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
、
難
民
で
あ
る
こ
と
の

立
証
責
任
を
短
期
間
に
極
め
て
厳
格
に
申
請
人
に
負
担
さ
せ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
難
民
認
定
に
関
す
る
閉
鎖
性
は
難

民
条
約
や
自
由
権
規
約
の
基
準
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
第
四
回
政
府
報
告
は
、
在
曰
外
国
人
（
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
）
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
正
当
な
実
態
把
握
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
改
善
す
べ
き
人
権
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

七
外
国
人
被
拘
禁
者
の
処
遇
に
つ
い
て

八
難
民
問
題

； 
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